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お正月にお供えした鏡餅を、みん

なで食べて健康をお祈りする行事の

ことを、「鏡開き」と言います。

餅を切ることが切腹のイメージが

あり、縁起が悪いことから「開く」

の文字が使われるようになったそう

です。

給食だより

あけましておめでとうございます。今年も元気いっぱいの子どもたちに負けないよう、

おいしく楽しい食事を、心をこめて作っていきたいと思います。

ご家庭でのお正月のエピソードなどがございましたら、ぜひ教えてくださいね。

多くの味の経験が「おいしい！」

感覚を作っていきます。

子どもの味覚は、身体の成長と同時に形成されていきます。薄味を基

本にして、素材そのものの味を大切にしていきましょう。

また、苦味や酸味は、経験をつむ事で好むようになる味です。味覚

が形成されゆく今（０～６歳の時期）、いろいろな素材と味に慣れ、

味覚の幅を広げていくことがとても大切です。

ごぎょう七草がゆには、お正月にご

ちそう三昧だった胃腸をいた

わって、「不足した緑黄色野

菜を補う」という意味があり

ます。

最近はスーパーマーケットな

どで便利な七草セットが売ら

れていますので、気軽に七草

がゆを試してみてはいかがで

しょうか。
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